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ＳＤＧｓとは、「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略で、「誰一人取り残さない持続可
能な社会」を実現するために、2015年の国連サミットで採択された、2030年を期限とする17の国際目標です。

　福岡市では、多くの市民の皆様とともに策定した「福岡市総合計画」に基づき、経済的な成長と、安全・安心で
質の高い暮らしのバランスが取れた、コンパクトで持続可能な都市づくりを進めることにより、ＳＤＧｓの達成に
取り組んでいます。



●予算って何？

●令和6年度の予算は？

●収入(歳入)と支出(歳出)の内訳は？

全会計

一般会計

特別会計

企業会計

＜一般会計の収入＞

2兆1,464億円

1兆825億円

7,218億円

3,421億円

（2兆844億円）

（1兆498億円）

（7,007億円）

（3,340億円）

前年度比
3.0％増

（　　）は前年度

（　　）は前年度

収入には、市税のほか国や県から交付されるお金や借入金などがあります。

＜一般会計の支出＞
【目的別】予算では、目的ごとにどれだけ使うのかを定めています。

目的別の支出の内訳を見ると、子育てや教育、保健・医療・福祉などにかかる予算が全体の52％を占めています。

【性質別】予算は目的別だけでなく、人件費や物件費など性質による分類からも、どれだけ使うのか見ることができます。

前年度比
3.1％増

前年度比
3.0％減

前年度比
2.4％増

〔この冊子で使われている数値は、各項目で四捨五入していることがあるため、合計などが一致しない場合があります。〕

福祉や教育、道路や公園の整備など行政の基本的な
事業を行う会計（予算の中心）です。

使用料など特定の収入で、特定の事業を行う場合など
に設ける会計です。福岡市には現在12会計(国民健康
保険事業、介護保険事業など)あります。

民間企業と同じように、事業収益で運営している会計
です。福岡市には現在６会計(モーターボート、集落排
水、下水道、水道、工業用水、地下鉄)があります。

道路や学校など長期間使用する施設建設など
の財源として市が借り入れる長期借入金です。
分割払いにすることで、財政負担の平準化と世
代間の公平性を図っています。 地方交付税の代わりとして地方が

発行する市債です。その償還財源
は、国から地方交付税で全額措置
されます。

地方の税収の差などを調整
するため、国から自治体に交
付されるお金です。

市税などのように使途が特定されず、
どのような経費にも使用できる資金 道路や公園、学校など社会資本を

整備するための経費

　福岡市に１年間に入ってくる収入を見積もり、その使い道を決めるのが予算です。つまり、みなさんが収
めた税金などが、どのような事業にどれくらい使われるのかを示したものです。福岡市の予算は、どの収入
がどこに使われているか、収入と支出の関係をはっきりさせるため、３つの会計に分かれています。

特定財源
5,698億円
52.6％

特定財源
5,698億円
52.6％

その他
3,470億円
32.1％

その他
3,470億円
32.1％

消費的経費
6,327億円
58.3％

消費的経費
6,327億円
58.3％

投資的経費
1,028億円
9.5％

投資的経費
1,028億円
9.5％

諸収入など
2,290億円
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一般財源
5,127億円
47.4％
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使用料及び手数料
278億円
（264億円）

使用料及び手数料
278億円
（264億円）

市債
515億円
（504億円）

市債
515億円
（504億円）

貸付金
1,789億円
（1,966億円）
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投資及び出資金
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（37億円）
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公債費
923億円
（942億円）
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県支出金
508億円
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国庫支出金
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国庫支出金
2,107億円
（1,839億円）

その他交付金など
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臨時財政対策債
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臨時財政対策債
85億円
（160億円）

地方交付税
430億円
（365億円）

地方交付税
430億円
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個人や法人が納める市民税や、土
地や家屋などを持っている方に納め
ていただく固定資産税など、市民の
みなさんに負担いただくお金です。宿
泊税も市税に含まれます。

光熱水費、消耗品費、施
設の管理費などです。

医療・福祉のための経費です。
物価高騰緊急支援給付金や
児童手当の拡充などにより増
加しています。

特別会計・企業会計
に支出する経費です。

借金の返済のための費用です。

市税
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補助費等
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（607億円）
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扶助費
2,832億円
（2,508億円）
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保健福祉費
2,575億円
（2,335億円）

保健福祉費
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（2,335億円）

環境費
324億円
（337億円）

環境費
324億円
（337億円）

経済観光文化費
1,949億円
（2,091億円）

経済観光文化費
1,949億円
（2,091億円）



●予算って何？

●令和6年度の予算は？

●収入(歳入)と支出(歳出)の内訳は？

全会計

一般会計

特別会計

企業会計

＜一般会計の収入＞

2兆1,464億円

1兆825億円

7,218億円

3,421億円

（2兆844億円）

（1兆498億円）

（7,007億円）

（3,340億円）

前年度比
3.0％増

（　　）は前年度

（　　）は前年度

収入には、市税のほか国や県から交付されるお金や借入金などがあります。

＜一般会計の支出＞
【目的別】予算では、目的ごとにどれだけ使うのかを定めています。

目的別の支出の内訳を見ると、子育てや教育、保健・医療・福祉などにかかる予算が全体の52％を占めています。

【性質別】予算は目的別だけでなく、人件費や物件費など性質による分類からも、どれだけ使うのか見ることができます。

前年度比
3.1％増

前年度比
3.0％減

前年度比
2.4％増

〔この冊子で使われている数値は、各項目で四捨五入していることがあるため、合計などが一致しない場合があります。〕

福祉や教育、道路や公園の整備など行政の基本的な
事業を行う会計（予算の中心）です。

使用料など特定の収入で、特定の事業を行う場合など
に設ける会計です。福岡市には現在12会計(国民健康
保険事業、介護保険事業など)あります。

民間企業と同じように、事業収益で運営している会計
です。福岡市には現在６会計(モーターボート、集落排
水、下水道、水道、工業用水、地下鉄)があります。

道路や学校など長期間使用する施設建設など
の財源として市が借り入れる長期借入金です。
分割払いにすることで、財政負担の平準化と世
代間の公平性を図っています。 地方交付税の代わりとして地方が

発行する市債です。その償還財源
は、国から地方交付税で全額措置
されます。

地方の税収の差などを調整
するため、国から自治体に交
付されるお金です。

市税などのように使途が特定されず、
どのような経費にも使用できる資金 道路や公園、学校など社会資本を

整備するための経費

　福岡市に１年間に入ってくる収入を見積もり、その使い道を決めるのが予算です。つまり、みなさんが収
めた税金などが、どのような事業にどれくらい使われるのかを示したものです。福岡市の予算は、どの収入
がどこに使われているか、収入と支出の関係をはっきりさせるため、３つの会計に分かれています。

特定財源
5,698億円
52.6％

特定財源
5,698億円
52.6％

その他
3,470億円
32.1％

その他
3,470億円
32.1％

消費的経費
6,327億円
58.3％

消費的経費
6,327億円
58.3％

投資的経費
1,028億円
9.5％

投資的経費
1,028億円
9.5％

諸収入など
2,290億円
（2,408億円）

諸収入など
2,290億円
（2,408億円）

収入
1兆825億円
（1兆498億円）

収入
1兆825億円
（1兆498億円）

支出
【目的別】
1兆825億円
（1兆498億円）

支出
【目的別】
1兆825億円
（1兆498億円）

支出
【性質別】
1兆825億円
（1兆498億円）

支出
【性質別】
1兆825億円
（1兆498億円）

一般財源
5,127億円
47.4％

一般財源
5,127億円
47.4％

使用料及び手数料
278億円
（264億円）

使用料及び手数料
278億円
（264億円）

市債
515億円
（504億円）

市債
515億円
（504億円）

貸付金
1,789億円
（1,966億円）

貸付金
1,789億円
（1,966億円）

投資及び出資金
35億円
（37億円）

投資及び出資金
35億円
（37億円）

公債費
923億円
（942億円）

公債費
923億円
（942億円）

県支出金
508億円
（488億円）

県支出金
508億円
（488億円）

国庫支出金
2,107億円
（1,839億円）

国庫支出金
2,107億円
（1,839億円）

その他交付金など
906億円
（814億円）

その他交付金など
906億円
（814億円）

臨時財政対策債
85億円
（160億円）

臨時財政対策債
85億円
（160億円）

地方交付税
430億円
（365億円）

地方交付税
430億円
（365億円）

個人や法人が納める市民税や、土
地や家屋などを持っている方に納め
ていただく固定資産税など、市民の
みなさんに負担いただくお金です。宿
泊税も市税に含まれます。

光熱水費、消耗品費、施
設の管理費などです。

医療・福祉のための経費です。
物価高騰緊急支援給付金や
児童手当の拡充などにより増
加しています。

特別会計・企業会計
に支出する経費です。

借金の返済のための費用です。

市税
3,706億円
（3,656億円）

市税
3,706億円
（3,656億円）

教育費
1,528億円
（1,390億円）

教育費
1,528億円
（1,390億円）

都市計画費
500億円
（477億円）

都市計画費
500億円
（477億円）

土木費
466億円
（451億円）

土木費
466億円
（451億円）

普通建設事業費等
1,028億円
（932億円）

普通建設事業費等
1,028億円
（932億円） 維持補修費

133億円
（131億円）

維持補修費
133億円
（131億円）

その他
1,044億円
（1,125億円）

その他
1,044億円
（1,125億円）

繰出金
686億円
（648億円）

繰出金
686億円
（648億円）

積立金
37億円
（64億円）

積立金
37億円
（64億円）

公債費
928億円
（948億円）

公債費
928億円
（948億円）

こども育成費
1,511億円
（1,342億円）

こども育成費
1,511億円
（1,342億円）

人件費
1,597億円
（1,491億円）

人件費
1,597億円
（1,491億円）

物件費
1,250億円
（1,172億円）

物件費
1,250億円
（1,172億円）

補助費等
515億円
（607億円）

補助費等
515億円
（607億円）

扶助費
2,832億円
（2,508億円）

扶助費
2,832億円
（2,508億円）

保健福祉費
2,575億円
（2,335億円）

保健福祉費
2,575億円
（2,335億円）

環境費
324億円
（337億円）

環境費
324億円
（337億円）

経済観光文化費
1,949億円
（2,091億円）

経済観光文化費
1,949億円
（2,091億円）



《資　産》 《負　債》

家や車、預貯金など ローン残高

一般会計の予算を市民一人あたりに換算すると約68万円となり、市民生活の向上や地域経済の
活性化などいろいろな施策に取り組んでいます。

一般会計の予算（1兆825億円）を年間の収支が500万円（１ヶ月あたり41万6,000円）の
家計に置き換えて説明します。

3,114

2,587

1,996

807

749

458

344

330

188

149

103

10,825

195,362

162,309

125,249

50,621

46,969

28,766

21,553

20,700

11,802

9,351

6,485

679,167

こどもの育成や学校・教育に

保健・医療・福祉に

地域経済の発展に

行政の運営に

災害に強いまちに

地域活動・文化・スポーツに

清潔なまちに

公園整備や緑の保全に

地下鉄・水道事業の支援に

新鮮で安全な食料の提供に

(28.8%)

(23.9%)

(18.4%)

(7.5%)

(6.9%)

(4.2%)

(3.2%)

(3.0%)

(1.7%)

(1.4%)

(1.0%)

(100.0%)

道路・住宅・計画的な
まちづくりに

●市民一人あたりにすると？

銀行からの引き出し金など
（貸付金元利収入） 銀行への預け金など

（貸付金等）

（地方交付税や国・県支出金など）

　給与のうち、基本給の多くが市民の皆さんが納めた市税です。

諸手当のうち、地方交付税は、どの市町村も標準的なサービスを

受けられるよう地域間格差を解消するため、国から交付されるものです。

また、国・県支出金は、生活保護や道路整備など市の事業の

一部を国や県が一定割合を負担するものです。

32万4,000円 10万9,000円

3万6,000円

6万1,000円

4万9,000円

4万5,000円

4万6,000円

7万円

17万8,000円

14万6,000円

2万3,000円

6万9,000円

令和6年度予算

百万円 円

※

※令和5年12月末現在の人口（159万3,919人）で算出しています。
※（　）内は、構成比を示しています。

ローンを3万6,000円返済する一方、
新たな借入は2万3,000円に抑えました。
　借金残高を減らす努力をしており、
令和４年度決算でのローン残高は、
699万8,000円です。一方、家や車などの
資産は、1,525万4,000円あり、健全な
家計運営に努めています。

　医療費・保育料など（扶助費）、ローンの返済（公債費）、

食費（人件費）、の３つは、「義務的経費」と呼ばれています。

　これが多いのは、一般家庭のエンゲル係数（家庭にお

ける食費の占める割合）が高いことと同じで、家計にあ

まり余裕がないことを意味します。ちなみに、福岡市の歳

出総額に占める義務的経費の割合は、49.4％です。
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●どのような事業に使うの？

次世代をはぐくみ、誰もが元気に暮らすまち

安心して生み育てられる環境づくり

サポートを必要とする子どもへ

「福岡市型」こども誰でも通園制度の実施
4億8,511万円

何歳でもチャレンジできるまち

保護者の就労要件等を問わずに保育所等が利用で
きる「福岡市型」こども誰でも通園制度を実施します。

第２子以降の保育料無償化を拡充
24億1,382万円

令和５年度から実施している第２子以降の保育
料無償化について、無償化の対象を幼稚園のプ
レ通園に通う、当該年度に満３歳を迎える２歳
児にも拡充します。

ユマニチュード®のさらなる普及促進
6,118万円

ユマニチュードの市民認知度のさらなる向上を
目指し、様々な媒体を活用
した広報を展開します。ま
た、日本ユマニチュード学
会・福岡総会を共催するな
ど、福岡市独自の取組みを
国内外へ発信します。

認知症フレンドリーシティ拠点の
機能強化 9,015万円
認知症フレンドリーセ
ンターに若年性認知症
コーディネーターを新
規に配置し、若年性認
知症の方へのサポート
を強化します。

誰もが自分らしく遊べるインクルーシブ
な子ども広場整備 9億5,494万円
インクルーシブな子ども広
場の整備を各区で進めます。
令和6年度は、百道中央公園
を供用開始し、西南杜の湖畔
公園と桧原運動公園、東平尾
公園の工事に着手します。

街頭防犯カメラの設置促進
6,477万円

自治会、町内会等に対して、
街頭防犯カメラ設置費用の
一部を助成します。

保育士の人材確保を強化
6億1,159万円

正規保育士への奨学金返済支援や家賃助成の
ほか、新たに民間保育所等に対し、保育士の補
助を行う保育補助者の雇用費を助成するなど、
様々な施策で保育士の人材確保を強化します。

学校・保育所等の給食費物価高騰分を
支援 15億7,784万円
保護者の負担を増やすこと
なく、給食の質の維持を図
るため、給食食材の価格高
騰相当額を支援します。

産後のヘルパー派遣を拡充
9,168万円

ヘルパー派遣による従来の家
事支援・育児支援に加え、多胎
児世帯向けの外出支援（公民館
や公園などにヘルパーが同行
支援）を追加（20回）します。

産後ケアの利用料を軽減
1億3,993万円

産後ケアの多胎児 2 人目以降にかかる利用料
を無償化し、多胎児の人数に関わらず一律料金
とすることで、利用者負担を軽減します。
　宿泊型 ： 一律 3,000 円／日
　日帰り型 ： 一律 2,000円／日
　訪問型 ： 一律 　500円／日

児童発達支援センターでの一時預かりを
開始 7,467万円
障がい児を育てる保護者の就労を支援するた
め、児童発達支援センターに通っている児童を
対象に、市立の児童発達支援センターにおいて、
療育終了後の一時預かり（15時～18時まで）を
実施します。（令和６年夏頃開始）

不登校児童生徒への支援の充実
1億2,161万円

教育支援センター（校外適応指導教室）を全区に増
設するとともに、クラスに入りづらい児童の見守り
などを行う教育支援員を小学校に新たに配置しま
す。また、学びの多様化学校（不登校特例校）の令和
７年４月開校に向けた施設整備などを進めます。

こどもたちの学びの充実

誰もが安心して暮らしやすいまち

高齢者乗車券の利便性向上
20億2,934万円

社会参加促進のため交付している高齢者乗車
券のタクシー助成券について、より使いやすくな
るよう、令和６年10月から、１乗車につき最大２
枚（1,000円分）まで利用できるようにします。

介護人材確保に向けたDXの推進・
経営力の強化 6,054万円
介護人材確保の各種取り組
みに加え、ＩＣＴツールのモデ
ル導入、経営コンサルタン
ト派遣により、経営力の強化
に向けた支援を行います。

多様な支援スタッフの充実
17億4,835万円

部活動指導員やスクー
ル・サポート・スタッフ等
の配置充実により、教員
が子どもと向き合う環境
づくりを推進します。

学校施設の建替え推進
2億2,667万円

学校施設は、今後、一斉に更新時期を迎えるこ
とから、子どもたちが安心して学ぶことができ
る教育環境を確保す
るため、老朽化した
校舎等の建替えに取
り組みます。
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魅力にあふれ、国内外から選ばれ成長するまち

多様な人材や企業が集まるまち

ふるさと納税を活用したソーシャル
スタートアップ成長支援 3,143万円
ふるさと納税制度を活用し、社会課題解決を目
指すスタートアップ
の経営基盤強化にか
かる取組みを支援し
ます。

都心部のエリアプロモーションと
企業誘致の推進 8,681万円
天神ビッグバンや博多コネクティッドなどにより
進化する都心部のエリアプロモーションを実施
するとともに、産学官連携で企業誘致を強力に推
進し、国内外の成長企業
や高付加価値なビジネ
スの集積を目指します。

新たな価値を生み出すまち

福岡アジア美術館の魅力向上
7,920万円

コレクションの展示機能の強化に向けて、警固
公園の地下を有力候補として、施設拡充の調査・
検討を行います。また、コレクション展示をイン
ターネット上で
体験できる仕組
みを構築します。

子どもたちがアートを体験する
機会の創出 3,370万円
小学校への貸切バス代等の助成により美術館等
での対話型アート鑑
賞体験を推進するほ
か、小学校でのワー
クショップを実施し
ます。

市民会館の再整備
21億3,185万円

令和７年３月の開館に向けて、施設整備、開業準
備等に取り組みます。

九州大学箱崎キャンパス跡地のまちづくり
33億6,811万円

土地区画整理事業や周辺道路等の基盤整備、優
先交渉権者や関係者との協議・調整等を実施し
ます。また、跡地周辺の道路において、無電柱化
等の整備を推進
します。

広域連携による観光誘客の推進
8,857万円

欧米豪からの誘客や付加価
値の高い旅行を推進するた
め、西日本・九州の自治体等
と連携した、西のゴールデン
ルートの取組み等を実施し
ます。

海辺を活かした観光振興
9億4,177万円

志賀島・北崎地区において、観光周遊促進に向
け、豊かな自然環境と調和した
道づくりや、レンタサイクル導
入支援、市営渡船と連携した集
客促進、立ち寄りスポットの整
備等に取り組みます。

憩いと潤いを感じられるまち

一人一花運動の展開
5,280万円

「花で共創のまちづくり」の
定着に向けて、植物園の改修
とあわせて花の祭典などを
展開します。

新たな運動公園の整備
2,258万円

早良区南部地域においてソフトボール等に利用
できる多目的グラウンドを有する運動公園の整
備に向けて取り組みます。

福岡市地下鉄の車両更新・増備
41億6,444万円

運用開始から約40年経過した空港・箱崎線の
1000N系車両を更新します。（令和６～９年度で
18編成）また、七隈線の混
雑緩和のため、3000A系
車両を増備します。（令和
８・９年度で４編成）

福岡空港滑走路の増設
9億3,585万円

福岡空港の機能強化を図るため、国において、新
たな滑走路の増設が
進められており、令和
６年度末の供用開始に
向けて、この整備を県
とともに推進します。

カーボンニュートラルの推進

交通機能の強化

水素の普及に向けた取組みの推進
4億9,542万円

FC 車両の運用や、九州大学箱崎キャンパス跡地
における水素供給パイプラインの整備、下水バ
イオガス由来の水素
ステーションの運営
等、水素の普及に向
けた取組みを推進し
ます。

食品廃棄物の削減に向けた
モデル事業の実施 381万円
モデル小学校において、給食の食べ残しを減ら
す取組みや調理くず等の堆肥化、メタン化施設
での資源化に取り
組み、効果や拡大
に向けた課題の検
証を実施します。

観光・MICEで賑わい、潤うまち

博多旧市街の整備やブランディング実施
2億9,091万円

歴史・文化に配慮した趣ある道路整備を行うととも
に、飲食店等と連携した、博多旧市街フェスティバ
ルの開催や、歴史・伝統・
文化の体験や観光情報発
信機能等を備えた観光拠
点の検討に取り組みます。

福岡城・鴻臚館における観光振興
2億1,563万円

福岡城への観光集客向上を図るため、幻の天守閣
ライトアップ等を実施するとともに、鴻臚館東門等
の復元に向
けた設計等
を行います。
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博多区

早良区

南　区

ぬくもりの窓口（福祉の総合相談窓口）の
設置 814万円
高齢、障がい、生活困窮など、複数の福祉的な課
題を抱える相談者に寄り添って話を傾聴し、課
題を明らかにして、支援・解決につなげていく
「福祉の総合相談窓口」を設置し、
誰一人取り残さない福祉サービ
スの推進に取り組みます。

中央区の認知症になっても住みやすい
まちづくり事業 274万円
認知症高齢者と接する機会の多いマンション管
理者をはじめ銀行、コンビニ等の事業者との共
働による見守りのネットワークづくりや連携の
ためのツール（認知症の特性に配
慮した対応マニュアル）等を作成し
ます。また、元気なうちから高齢期
に向けて備える講座を実施します。

定型的な手続きを行うぬくもり福祉窓口
（保健福祉センター出張窓口）の新設 243万円
南区役所本館１階に、引越しや死亡時に必要な
福祉・介護保険課の定型的な手続きに対応する
ぬくもり福祉窓口を新設します。保健福祉セン
ターへの移動負担を
無くし、手続き時間の
短縮により市民の利
便性向上を図ります。

油山・樋井川の魅力発信
86万円

ご遺族サポート窓口のワンストップ化
18万円

ご遺族の多岐にわたる事務手続きについて、 専
用の窓口で担当職員が入れ替わる
ことによりワンストップで手続きを
行うとともに、事前に把握した情
報を手続き書類に反映し、記入箇
所を減らすこと等により、ご遺族の
負担軽減を図ります。

油山や樋井川の魅力を体感できるイベントの開催
や、四季折々の情報を区ホーム
ページやＳＮＳ等で発信するこ
とにより、自然環境保全意識の
醸成を図り、自然環境を大切に
するまちづくりを進めます。

避難行動要支援者の個別避難計画について、自治
会単位での作成を支援しま
す。また、地域で実施する防
災訓練の支援や自主防災組
織への研修会を通して、防
災の啓発を図ります。

地域自主防災力及び区防災体制の強化
169万円

各区のまちづくり主要事業

災害に強いまちづくり

地場企業・商店街・働く人を応援するまち

農林水産業の振興

コミュニティ施設の充実

ご遺族サポート窓口のワンストップ化
外国人専用総合相談窓口の設置 20万円
ご遺族サポート窓口を新たにワンストップ化し、
関係課職員が窓口に出向き対応することにより、
ご遺族の負担を軽減します。また、外国人専用総
合相談窓口を設置し、健康、子
育てなど福祉的な分野を含
め、多岐にわたる問い合わせ
や相談に総合的に対応します。

東　区

城南区

アイランドシティに消防出張所を新設
城南消防署に救急隊を増隊 3億6,156万円
消防・救急需要に的確に対応するため、アイラン
ドシティに消防出張所を新設します。
また、城南消防署に
救急隊を１隊増隊
します。

南区における地域交流センターの検討
561万円

南区における地域交流センターの整備に向け、
基本構想の検討を進めます。

中央市民センターのリニューアル
1億677万円

令和９年度のリニューアルオープンを目指し、施
設の長寿命化、防災機能の強化やバリアフリー
化などの改修に係る設計を実施します。

次代へつなぐ地産地消の推進
1億1,063万円

市内産農産物消費拡大の推進
896万円

市内産農産物の消費拡大に向け、シェフやバイ
ヤー向け生産地ビジ
ネスツアー・商談会を
実施します。

福岡発カーボンゼロ商品創出の支援
900万円

カーボンゼロ商品創出に向けたアイデアソンの
開催や商品・サー
ビス開発のための
専門家派遣等を実
施します。

子どもたちが興味関心を持ち、記憶に残る市内
産農水産物を学校給食に提供することにより、
地元産食材に対する理解や
愛着を深め、将来にわたって
持続可能な地産地消を推進
します。

地域経済の活性化に向けた消費喚起と物価高騰
対策として、商店街プレミアム付商品券の発行を
支援します。

商店街プレミアム付商品券の発行を支援
1億425万円

災害に対する備えの強化
1億5,241万円

中央区

西　区

能登半島地震を踏まえ、簡易トイレ等の備蓄品の
拡充、応急給水体制強化を目的とした
給水車の増強（４台→６台）、迅速な被
災者支援を行うための防災アプリ「ツ
ナガル＋（プラス）」の機能強化と利用
促進キャンペーンを実施します。
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